








　われわれは先天異常の発生防止に有効な疫学情報を得るためには,先天異常

発生のサーベイランス機構を確立する必要があると考え,先ず現行の人口動態

統計(出生・死亡・死産),ならびに母子衛生行政で得られる通常の行政資料・

母子健康手帳記載事項等がサーベイランスにどの程度応用できるか,その可能

性と限界を検討するとともに,あらたにモニタリングシステムの設定を中核と

するサーベイランス機構確立のためのパイロット研究について,疫学的情報検

索の立場からアプローチを試みた。したがってわれわれの研究は当面,つぎの

分野より目標に接近しようとした。


